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1. 収穫後の物流条件および品質保持対策が青果物のストレス応答・代謝変動・品質変化に及ぼす影響の解明に関する研究
収穫、調製、選別、包装、荷役、輸送、保管・貯蔵などにおいて発生する圧迫、静荷重、振動、衝撃などは、青果物に物理的ストレスを与え、損傷を生

じさせます。易損傷性の青果物は、これらの物理的ストレスを受けると外部（表層）や内部に傷害が生じるとともに、生理的および化学的にも大きく影響を受
け、代謝変動や品質変化をきたします。物理的ストレス・切断傷害を受けた青果物では、様々な生理的・化学的変化が生じ、栄養・機能性成分や嗜好特
性を変化させます。そこで、その影響を最小化するための保存手法の開発を目指します。
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• 鮮度保持、長期間の貯蔵・流通における品質保持技術の開発、国産農産物の輸出対策技術

消費者に高品質な青果物を安定的に提供するためには、収穫
から消費に至るまで、適切な管理を行い、品質劣化を防止する必
要があります。青果物は、収穫、荷役、輸送などの流通過程で、温
度、外力、損傷など種々のストレスを受けることで、細胞のストレス
応答や代謝変化によって品質が低下します。こうした青果物のストレ
ス反応をシステムバイオロジーに基づき解析して品質変化メカニズム
を理解することを通じて、品質保持のための前処理・包装・貯蔵・輸
送の適正条件の解明と、その実現手法の開発を行います。

2. 流通過程における青果物の低温ストレス応答メカニズム解明
及び低温障害抑制法の開発

低温環境下は、青果物の細胞代謝や老化速度を低下させる
ばかりでなく、微生物による分解・腐敗を抑制し、青果物の貯蔵期
間を延ばすことができます。しかし、低温感受性の青果物はある臨
界温度以下で生理的変化を伴う低温障害が発生し、品質が急
速に低下します。これまで、低温障害発生の抑制を目的とした研
究がなされてきましたが、低温障害を誘発する低温ストレスシグナル
伝達やそれに付随する細胞応答など生物分子化学的視点での研
究はほとんど行われていません。そこで、低温障害耐性を付与ある
いは強化する実用的な方法の開発を目指します。

低温障害
• ストレスシグナル伝達解明
• 細胞応答メカニズム解明
• バイオマーカー探索・活用 ST
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